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我が悠久の山々・60 年の軌跡                      page00-82 

山に逝きし仲間に捧げる 

2000 回登山・回想の日々 

                          長泉麗峰山の会 後藤隆徳 

 

はじめに 

 2023 年 11 月、少し早かったが、天城・猿山で山の仲間が「2000 回登山」を祝って

くれた。思えば、60 年は長い歳月だった。 

記録に残る、山行 NO.0001 は、1965 年 4 月（昭和 40 年）箱根・玄岳～熱海の「カモシカ

山行」だった。丹那まで路線バスを利用した。 

60 年前は、娯楽が少ない時代だった。勿論、車はない。休日は、おにぎりを持って

山野跋渉（ばっしょう）が唯一の楽しみだった。従って記録にないが、それ以前もハ

イキングは行っていた。ちなみに、富士山は 15 歳で初登頂した。 

                   ■ 

1965 年（昭和 40 年）NO.0001～NO.0005 

世相＝佐藤栄作首相が訪米、大塚製薬が「オロナミン C ドリンク」を発売、初の国産

旅客機 YS-11 が就航。 

流行歌＝柔、二人の世界、女心の唄（バーブ佐竹）、知りたくないの、ラストダンス 

    は私に（越路吹雪） 

 

山行 NO.0001 1965/04 箱根・玄岳～熱海（かもしか山行） 

山行 NO.0005 1965/11 岩波駅～深良用水～芦ノ湖 

           当時はバレーボールなど持って芦ノ湖畔で遊んだ。 

 

1966 年（昭和 41 年）NO.0006～NO.0014 

世相＝ミニスカート、全日航機羽田沖墜落、ビートルズ来日、文化大革命、6 月「袴 

田事件」（2024/10、無罪確定） 

流行歌＝悲しい酒・君といつまでも・絶唱・星フラメンコ・涙の連絡船 

 

山行 NO.0006 1966/03 東丹沢・源次郎沢 

初めての本格的登山は、東丹沢・源次郎沢だった。19 歳。勤務する国産電機 KK（2015

年、マーレジャパン株式会社に移行）の山岳部先輩に誘われた。 

当時の東丹沢は、御殿場線の蒸気機関車で松田駅に行き、新松田から小田急・渋沢

駅下車、バスで登山口の大倉に向かった。 

 当日は、好天で暖かだった。先輩が、近く生まれる子供の名前を「源次郎にするか」

と悪い冗談をいった。装備は殆ど借り物。ズボンは、学生ズボンを切って、ニッカ―
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風に仕立てた。 

初沢登りの感想は、「山は岩で出来ている」だった。それはその後「岩に傾倒する」キ

ッカケになる山行となった。井上茂貴先輩が、「ゴトーは、バランスがイイ」と褒め

てくれた。嬉しかった。山岳部の先輩に教えられたことは、沢を始める前、縦走で「山

の全体を把握すべき」と教えられた。 

また、山は「読んで・登って・書く（記録を残す）」であった。当時は、SNS・スマホ

はない。情報は、「山と渓谷・岳人・岩と雪」などの山岳雑誌だった。 

毎月発表される記録を食い入るように読んだ。自身の記録も克明に残した。パソコ

ンはない。大学ノートに書き残す。結局、ノートは 37 冊になった。 

2000 回登山で皆さんにいわれたことは、「良く記録を残した」である。記録が残っ 

 

  
1966/03  東丹沢・源次郎沢、上は井上茂貴氏 

 
 

ていなければ上った確証はない。「私もそのくらいは上っている」では、話にならな 

い。記録は、自身の分身といえる。 

しかし、一口に 2000 回といっても改めて半端ではないと感じた。現在のように、

土日・祭日が休みなら、年間 50 日は可能。それでも、500 回は 10 年、1000 回は 20

年必要となる。 

昔、休日は日曜日・祭日だけ。連休はなかなか取れず、大きな山は会社を休まない

と行けなかった。勢い「アイツは会社を休んで山ばっかし行っている」と白い目で見られ

た。昇給・昇進の査定は当然、悪かった。それでも後悔はなかった。 

 

ズボンは学生服、靴はキャラバン・シュ 

ーズ。 

腰のハンカチが可愛い？？ 
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 遠路の北アルプスなどは、退社後、会社から山の格好と荷物で御殿場線・下土狩駅

に行き、沼津から東海道線で富士に着き、身延線 19:00 の最終電車に乗って甲府駅着

だった。甲府駅で仮眠し、2～3 時の汽車で山に向かった。汽車は満員だった。 

従って当時は、乾徳山・大菩薩など日帰りは出来難くかった。一泊である。今では、

下山後温泉付き。時代は変わった。 

しかし、同時に失ったものもある。連休は中部・東部の岳人が最終電車の乗り合わ

せ、交流し人脈が出来たが、車時代到来で霧散した。甲府駅のいわゆる「ステーショ

ン・ホテル」にも何回か泊った。時には、暴走族がバイクで暴れた。 

移動の電車・バスは、兎に角、時間が掛かった。前述の丹沢など東丹沢はまだ良い

が、西丹沢の沢日帰りは厳しかった。従って、バイクで何回か行ったこともある。バ

イクは、荷物が重いのと雨は難儀だった。 

 

 記録ノート 

 

山行 NO.0010 1966/08（昭和 41 年） 南ア・荒川三山 

初めて南アルプス・荒川三山に入った。（昔は、「山に行く」でなく「山に入る」）

といった。前述の如く、身延まで電車で行き、バスで新倉に行き登山開始。 

現在、荒川三山は、椹島から二軒小屋に入るが、当時は、転付峠を越えた。峠は標

高約 2000m。新倉は約 515m。単純標高差は約 1500m。時間は約 9 時間掛かった。兎に 

角、「キツイ・シンドイ・エライ」だった。 

 唯一、記憶に残るのが、峠で初めて見た「クルマユリ」の可憐さだった。二軒小屋

は、掘っ建て小屋。「飯場」そのものだった。山岳部は、赤い帽子を被った。 
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国産電機労働組合青年部機関誌 「窓」第 6 号 1969/06（昭和 44 年）発行 

 
源 

次

郎 

沢 
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ズボンは、G パンを切った 

 
 
 

 

 

転付峠付近 

当時は珍しいカラー写真 

奥から、井上国利・後藤・ 

井上茂貴・渡辺・瀬戸行男 

  
 
 

悪沢岳？ 

後列・井上茂、後藤 

中列・井上国、瀬戸 

前列・渡辺・菅野唯雄・星谷幸雄 

   鎌野剛 
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山行 NO.0011 1966/09 西丹沢・小川谷廊下 

 会社の山岳部は、夏山の荒川三山が終わると「慰労山行」と称して、西丹沢・小川

谷で一泊山行を楽しんだ。私は初めての西丹沢・小川谷。期待で胸が膨らんだ。 

 当時、西丹沢・玄倉川は、「丹沢黒部」と呼ばれ、まだまだ未開の領域だった。1979

年（昭和 54 年）完成の三保ダム（丹沢湖）は、まだ完成していなかった。 

 例によって、御殿場線・蒸気機関車で行く。ちなみに、御殿場線が電化になったの

は,1968 年（昭和 43 年）だった。 

 昭和 12 年 山北付近（ネット） 

 

 谷峨駅で下車しバスで玄倉に向かった。ただ、バスは神縄までで、玄倉まで歩いた

様な記憶だが、ハッキリしない。当時、玄倉川林道は伸びていたが、小川谷林道はな

かった。 

 小川谷出合に二か所吊り橋があり、玄倉川を渡った。左岸の道を進むと、養鱒所が

あった。付近は逃げたマスが釣れると話題だった。林道がない小川谷は静かな別天地

だった。白砂にテントを張り、弥七沢や小川谷で遊んだ。 

 夜は、夏山を振り返り大宴会だった。先輩は、ここを「小川谷別荘」と呼んだ。 

                    

 

 

国産電機山岳部キャンプ（写真は別日のもの） 
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山行 NO.0025 1967 年 10 月 山中湖・明神峠～三国山 

                  秋のハイキングでカモシカ山行。翌日、バスの中で眠くて仕方

がなかった。ハイキングはよく行った。 

 
 

         

 

  

 
 

下土狩駅前 

後列左から 古屋・？・？ 

大和田・西山・横田・後藤 

前列左から 塚田・？・？ 

  現在、ロータリーはない。 

 
 
 

国産電機山岳部 

その他のハイキング 

日時・場所不明 

 

 
 
 

 

日時・不明 

東丹沢・水無川林道？ 
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 日時・場所不明 

      71 年・紅葉台 

 

 日時不明・越前岳冨士見台
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1967 年（昭和 42 年）  

世相＝今井・若林女子初マッター北壁成功、高田光政・ヨーロッパ三大北壁成功、西 

穂水平電雷事故、ツイッギー来日、巨人日本一、吉田茂死去 

流行歌＝夜霧も今夜も・世界は二人・ブルーシャトウ・真っ赤な太陽 

 

山行 NO.0026 1967/11（昭和 42 年） 南ア・鋸岳～甲斐駒ヶ岳 

1 日目は、戸台から角兵衛沢を上る。沢はガラガラで上り難かった。初めてのアルプス

縦走・山中泊。稜線に出て、第一高点付近で幕営。テント天井に干した靴下が鍋の中

に落ちたが、先輩たちは、「どこ吹く風」で食べていた。 

 2 日目は、「鹿穴」を潜った。ボロボロに風化して、悪い所と聞いていたが、それ程

の感じではなかった。六合石室に泊った。水場が遠かった記憶。 

3 日目の山頂下の岩場の針金を覚えている。無風快晴の山頂から、新雪を纏った仙

丈ヶ岳が大きかった。黒戸尾根を下山した。黒戸尾根の紅葉が見事だった。何枚か拾

って手帳に挟んだ。竹宇からバスはなく、国道 20 号まで歩いた記憶がある。 

  

 鋸岳・第一高点 

後列左から、鎌野剛・瀬戸行男  前列左から、井上茂貴・井上国利・後藤・星谷幸雄 

           
 
 
 
 
 
 
 
 

バックは仙丈ヶ岳 
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                                  左・井上茂貴氏 

 

 

 

 

 

 

 

  

        北岳・仙丈ヶ岳 

 

 

 

 

 

 

 

                                      八ヶ岳 
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1968 年（昭和 43 年） 

世相＝北アルプス大量遭難、川端ノーベル賞、3 億円事件、キング・ケネディ 

暗殺、メキシコ五輪、アポロ 7 号打ち上げ、札幌医大日本初心臓移植 

    流行歌＝天使の誘惑・星影のワルツ・恋の季節・伊勢佐木町ブルース 

 

山行 NO.0030 1968/06（昭和 43 年） 北ア・槍ヶ岳  後藤・古屋良三 

1968 年になった。私は 21 歳を数えた。次第に大きな山への憧れが膨らんだ。しか

し、会社の山岳部の職域山岳会での活動は限界があった。 

同じ会社で、中堅社員が何人か纏まって休暇を取得し、業務を休み、山に入ること

自体、当時は無理があった。 

 荒川三山・甲斐駒に上った私は、年が明け、更にいい山に行きたかった。山岳部

で 8 月に白根三山が計画されていたが、それでは物足りなかった。とは言え、山岳部

の先輩は、積極性はなく頼れなかった。 

結局、登山欲求を抑えることは出来ず、山岳部の後輩二人で槍ヶ岳を目指した。何

故、槍だったのか不明。単に北アの比較的上り易い有名山だったか 

■                    

初めての北ア・槍ヶ岳に入った。まだ、奈川渡ダム（梓湖）が無い時代で、松本駅

から延々と乗り合いバスで梓川を上高地に向かった。途中、何とかの滝で、休憩があ

る、ノンビリした時代だった。車社会でないから、当然、松本まで電車だった。 

2023 年 5 月連休、久しぶりに「大糸線」に乗った。「大糸線」は、松本～糸魚川を

結ぶ路線。そして調べたら、私が槍ヶ岳登山した 10 月まで、現在の「白馬駅（当時

は、「はくば」でなく、「しろうま」＝代馬・・・雪形の代掻き馬）」は「信濃四ツ谷

駅」と呼ばれていたという。知る由もなかったが、そんな歴史を改めて知った。 

初めての北アは、見るモノ聞くモノ全てが新鮮だった。 槍沢は雪が多かった。こ

の時、降雪に遭ったが、6 月に雪が降ったことに驚いた。殺生ヒュッテに泊った。翌

日、槍の上りで、何処かの女子大生に「大きなバケツ」（ピッケルで掘った大きな足場）

を掘って上げて大いに喜ばれた。  

  

 
 
 

 

後列右が、フルヤさん 

1968/06 槍ヶ岳山頂 
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しばらく「文通」（今は死語？？）した。妙高にスキーで入った写真を頂いた。しか

し、 それ以上の発展はなかった。後列右はリーダーの「フルヤさん」でキレイな方だ

った。今もお元気だろうか？？お会いしたですね。 

 

  

      槍沢 

 

       河童橋  

 

フルヤさんに頂いた妙高山の写真 
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山行 NO.0047 1968/10 南ア・茶臼岳～赤石岳（単独） 

           最終日、赤石避難小屋で宿泊。当時は、掘っ建て小屋だった。赤石

東尾根の「サギソウ」に感動。 
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          国産電機労組青年部 機関誌「窓」第 6 号 1969/6（昭和 44 年）発行 

 

山行 NO.0049 1968/11 伊豆・城山 

1966 年 3 月、生まれて初めての沢登りを東丹沢・源次郎沢で経験したが、それから

沢登り、岩登りに熱中した。大きな山は、時間・お金が掛かる。その点、沼津アルプ

ス・鷲頭山のロック・ガーデンは、手ごろな山・岩場だった。 

当時、御殿場線、バスを乗り継いて、静浦保養所前で下車し、東に聳える岩場を目

指した。岩場には、近郊の多くの岳人が訪れて岩の訓練をしていた。そこで、沼津市

の社会人山岳会「北嶺登行会」と出会った。 

当時は、社会人山岳会が全盛だった。沼津市だけでも、「沼津岳友会（津島）」「睦

の会（全員緑の制服を着ていた）「静岡登攀倶楽部・沼津支部（小花）」など。 

会長は大村勝彦。沼津・図書印刷に勤務していた。年末に甲斐駒・摩利支天壁を計

画しているので入会を勧められた。職域山岳会では、限界を感じていた私は入会し、

暮れに甲斐駒・仙丈ヶ岳を目指した。 

 例会は沼津・ワシントン靴店（現在は閉店）の二階で行っていた。会員は若い人が

多かった。会はピーク・ハントでなく、バリエーション・岩・沢登り志向だった。渡

邊吉美・瀬戸敬三（1972 年・富士山大量遭難で逝去）、芹澤・加藤・後藤育・池田・

勝亦久・小川（酒井）洋子らと知り合った。 
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鷲頭山ロック・ガーデン  

                

 

           

三ッ峠・屏風岩 

 
       伊豆・城山 
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山行 NO.0052 1968/12/31～1/5 南ア・甲斐駒摩利支天・中央壁右ルート 

                水晶沢、仙丈ヶ岳 

https://susono-reihou.babyblue.jp/992.pdf 

 本格的冬山は初めてだった。例によって電車・汽車を乗り継いで早朝、伊那北駅に

着いた。登山者は多かった。ここから国鉄バスで登山口の戸台に向かう。 

当時、バスは国鉄でやっていた。寒い朝、国鉄職員が我々登山者に「熱いお茶」を

提供してくれた。いい時代であった。 

 14 名が戸台川を遡る。ドン詰まりが八丁坂。既に時計は、午後を指していた。重荷

で八丁坂を上る。バテバテで北沢峠着。荷物は優に 30 キロあった。重い理由は、現

在に比べ、兎に角、装備が重かった。 

                   ■ 

ザイルは、11 ミリ・40ｍ。蛇のように太かった。カラビナが鉄製だった。ちなみに

鉄製は約 140ｇ。ジュラルミンは、約 60ｇで倍以上の違いがあった。 

登山靴は革製で、靴の上にオーバー・シューズを履いた。ファスナ―でなく、紐で

たくし上げる。オーバー・シューズは、がさばって歩き難く、岩登りの場合、細かい

フット・ホールドが拾い難かった。靴は、就寝時、新聞紙を入れてシュラフに入れた。

それでも、朝はとても冷たかった。 

オーバー・ズボン、ヤッケはビニロン製で濡れると凍った。ヘッドランプは、黄色

のナショナル製で単一電池 3 本。さながら炭鉱夫だった。テントはビニロンで、内張

りを付けた。内張りは、バリバリに凍った。 

バーナーは、ラジュース＝スエーデン・オプティマス（旧名・ラジュース社製） 

燃料は石油。独特の音と炎の色に癒された。シュラフは、羽根毛でなく棉で温かくな

い。ピッケルは、勿論、ウッド製。時々、シャフトが折れた。 

 

 鉄製カラビナ 
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 ラジュース（オプティマス）ネット 

 

 1 月 2 日、摩利支天中央壁・右ルートに向かった。パーティーは、大村勝彦・渡辺吉

美・後藤。3:00 北沢峠発。仙水峠から中央壁に向かう。南西稜肩 6:00。取り付き 10:00。

この頃から吹雪が始まった。結果的に、この悪天候は、全国で未曽有の遭難を生んだ。 

 長兵衛バンド着 13:00、登攀終了 16:30。ビバークも考えたが帰幕を決意。ヘッド

ランプ行動。南西稜肩 19:30、仙水峠 21:00、ＢＣ22:00 だった。この登攀で私も右足

親指が凍傷になり、現在も痺れている。 

 その後も悪天候は続いた。剱岳では、大量遭難が発生した。静岡県の清水ＲＣＣも

犠牲者が出た。一連の遭難事故は、現在でも記憶に残る大きな事故だった。 

 

剣岳周辺で相次ぎ遭難死（ネット） 

昭和 44 年（1969 年）１月 11 日、捜索打ち切りとなった剣岳付近で起きた雪崩によ 

る相次ぐ遭難事故では５パーティー18 人が犠牲となった。このうち最大の８人全員の 

犠牲者を出した東京都の葛飾山岳会は、小窓尾根から１月２日に下山予定だったが、 

奥大日尾根付近で遭難したものと思われた。 

次いで４人の犠牲者を出した大阪府立大の 13 人のパーティーは、大明神山の尾根

1000ｍで１人が死亡。そして山頂に取り残された６人のうち３人が死亡した。日比谷

高校山岳部ＯＢのパーティーは３人全員が昨12月 22日に薬師岳に入山して１月３日

までに下山せず、遭難したものと思われた。 

清水ＲＣＣの２人は剣岳早月尾根の 2800ｍの場所から東大谷側に滑落死。電電九州

小窓隊の５人は剣岳頂上付近で１月３日、雪崩でテントが潰され１人が死亡した。 

 

https://www.youtube.com/watch?v=Rm7xMFwGxss・・・・・・当時の中日ニュース（ネット） 

 

1 日は休養で 4 日は、摩利支天・水晶沢に向かった。水晶沢は、右俣・左俣がある。                         
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 日本登山体系・南ア 

 

2017/12/28 
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               左・一番右が中央壁・右ルート 

右・中央壁独標ルート（日本登山体系・南アルプス）から 

 

右俣は、摩利支天・西山稜に沿って摩利支天に突き上げる。左俣は、甲斐駒山頂に

至る沢。記録では、何方か不明だが、多分、左俣と思われる。「山と渓谷」1969 年 4

月号に詳細が掲載されたが、本は処分したので詳細は分からない。 

ＢＣ発 4:00-仙水峠 6:30-大滝 12:00-甲斐駒・摩利支天コル 14:00-ＢＣ16:00。現

在のような、進歩した氷壁登攀具はなく、厳しい山だった。 
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1969 年（昭和 44 年） 

世相＝東大安田講堂、沖縄返還決定、フォークブーム、永山事件、東名全線開通、 

水俣訴訟、アポロ月面着陸、ホーチミン死去、金田正一 400 勝 

    流行歌＝夜明けのスキャット、港町ブルース、ブルーライト横浜、恋の季節 

 

山行 NO.0064 1969/04/29～5/5（昭和 44 年） 八ヶ岳・春山合宿 

 年末・年始は、入会した北嶺登行会で甲斐駒・仙丈ヶ岳に上った。初めての冬山合

宿・冬山登攀でそれなりの成果はあった。春が巡り、暖かくなり、初めての八ヶ岳に

入った。 

残雪の八ヶ岳の美しさに感動した。天気のも恵まれ、小同心クラック・赤岳ショル

ダー・阿弥陀岳北西稜・横岳南稜など登攀した。記録は、山渓 10 月号に掲載。 

 バック・阿弥陀岳 

後列左から、？・？・池田・後藤・加藤 

前列左から、渡辺吉美・芹沢・大村勝彦・後藤育三・山本角男 

        赤岳 
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場所・？ 

後列・渡辺吉美、？、池田、芹沢、？、佐藤文男    

前列左・後藤育三、山本角男、後藤隆徳、加藤 

 

後列、勝亦久・後藤・瀬戸敬三（1972 年富士山大量遭難事故で遭難死）・佐藤文男 

中列、渡辺吉美、芹沢、加藤、村岡博 

前列、池田・大村勝彦・渡辺（？） 
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山行 NO.0073 1969/07/29～08/03 北ア・北穂高岳滝谷 クラック尾根・第一尾根 

後藤・渡辺吉美・村岡博・佐藤文男 

 

 北穂・南稜 

 

              渡邊吉美 
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山行 NO.0077 1969/09/13～16  北ア＝前穂高岳・北尾根四峰正面北条・新村ルート 

                後藤・渡辺吉美 

 写真・ネット 

 

山行 NO.0082 1969/11/01～03  南ア＝前穂高岳・北岳バットレス 第四尾根～中央稜 

 大樺沢 

後列、村岡博・山本角男  前列、渡邊吉美・後藤 
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1970 年（昭和 45 年）  

世相＝国産初人工衛星・万博・よど号事件・日本隊エベレスト登頂・プロ野球黒い霧 

事件・東京歩行者天国・巨人六連覇・三島由紀夫割腹自殺 

    流行歌＝あなた、22 歳の別れ、酒と泪と男と女、コーヒーショップで、学生街の 

茶店、あの素晴らしい愛をもう一度、出発の歌、ひこうき雲 

 
山行 NO.0089 1969/12/28～1970/01/05（昭和 45 年） 八ヶ岳・冬山合宿 

        大同心正面雲稜ルート 後藤・渡辺吉美 

       阿弥陀岳・北西稜フランケ初登（山渓 12 月号掲載）後藤・渡辺・山本角男 

 

 

横

岳 

・ 

大 

同

心 

壁 
2018/01/19・大同心 
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      2018/01/19  阿弥陀岳＝右のラインが北西稜・陽が当たっている場所がフランケ 

 

北

西

稜

フ

ラ

ン

ケ  
１月の行者小屋 
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国産電機労組・青年部機関誌「窓」第 7 号 1970/06（昭和 45 年）発行 
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山行 NO.0103 1970/04/30～05/05 春山合宿（屏風岩で墜落目撃でビビった） 

       北ア・屏風岩東稜（後藤・村岡）、槍ヶ岳（小川洋子・和泉） 

       報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/01-96.pdf 

 

左から、小川・後藤・村岡                           槍沢 

    
槍ヶ岳山頂 
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 東のナメ沢？ 

 

山行 NO.0108 1970/06/05～07   奥秩父・笛吹川東沢・釜ノ沢～甲武信岳 後藤・小川 

                 この頃、小川とよく山に行ったが・・・。 

山行 NO.0111 1970/07/10～12   南ア・黒桂河内 

                  後藤・村岡・小野・ほか 1 名・・・2 名骨折事故 

山行 NO.0113 1970/08/12～/17  北ア・北穂高岳滝谷・第四尾根 後藤・小川 

                 涸沢でテント泊 

山行 NO.0117 1970/09/30～10/03 南ア・仙丈ヶ岳～塩見岳（単独） 

                  https://susono-reihou.babyblue.jp/1-127.pdf 

山行 NO.0119 1970/10/30～11/02 南ア・茶臼岳～光岳（単独） 

                /02 茶臼小屋 5:25-光岳 10:00-千頭 18:20-金谷 19:44 

山行 NO.0124 1970/12/30～1971/01/01（昭和 46 年） 南ア・仙丈ヶ岳（単独） 

       この頃、「北嶺登行会」を退会し、「沼津山の会」に入会した。会長は、富士

市・大昭和製紙の黒沢義一。何処で知り合ったかハッキリしない。例会は、 

       沼津・小菅氏の家？だった 
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1971 年（昭和 46 年）  

世相＝ボーリングブーム、NHK 全カラー放送、カップヌードル、全日空・自衛隊機 

雫石上空で衝突、成田強制代執行、大鵬引退 

流行歌＝また会う日まで、わたしの城下町、さらば恋人、花嫁、おふくろさん、知 

床旅情、17 歳、雨の御堂筋、走れコータロー 

https://susono-reihou.babyblue.jp/1-127.pdf 

山行 NO.0125 1971/01/14～17 奥秩父・乾徳山～黒金山（単独） 

       今はない、不動小屋。二階で最後に就寝。フッと屋根を見ると、ストーブ 

の煙突周りからの火事を発見。素足で雪の屋根に上り消火活動をした 

山行 NO.0127 1971/02/04～06 八ヶ岳・唐沢鉱泉～醤油樽～硫黄岳～赤岳鉱泉 稲木英一 

       醤油樽氷瀑を目指したが、達成できなかった 

山行 NO.0128 1971/02/20～21 富士山・宝永山第一火口第三岩稜（山渓 6 月号掲載） 

小菅守司 

山行 NO.0132 1971/04/30～5/5 南ア・北岳バットレス 第四尾根、第一尾根 

       後藤・黒沢義一・鈴木正・小岱・東正秋 

四尾根は氷で怖かった、一尾根は快適だった 

山行 NO.0134 1971/06/11～13 南ア・甲斐駒ヶ岳黄蓮谷 清水准一 

山行 NO.0138 1971/07/10～11 上越・蓬峠～谷川岳（単独） 

山行 NO.0140 1971/08/07～09 南ア・北岳バットレス＝D ガリー大滝～下部フランヶ～第 

四尾根 稲木英一 

山行 NO.0141 1971/08/14～19 北ア・北鎌尾根～槍～北穂滝谷～奥穂～岳沢 

                       後藤・鈴木正・稲木英一・東正秋・清水准一・黒沢義一 

西堀高行   

コースタイム https://susono-reihou.babyblue.jp/993.pdf 

 北穂高岳山頂 

左から、稲木・西堀・後藤 
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滝谷・ドーム正面壁（人物・後藤） 

 

 

北穂高岳山頂 

                   前列・清水、稲木、東 後列・西掘、鈴木、後藤 
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国産電機労組・青年部機関誌「窓」第 9 号 1972/08（昭和 47 年）発行 

 

山行 NO.0144 1971/09/22～26  北ア・前穂高岳北尾根 四峰正面松高ルート～D フェース 

                田山ルート 清水准一 

         奥又白池 
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山行 NO.0145 1971/10/29～30  南ア・北岳 冬山荷上げ  

後藤・稲木・西堀・東・清水・福田 

山行 NO.0148 1971/11/20～22   上越・土樽～茂倉岳～谷川岳（泊）～天神平 清水准一 

山行 NO.0149 1971/12/30～1/2 南ア・北岳 後藤・清水・西掘・東 
 

 

右・清水准一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1972 年（昭和 47 年）  

世相＝富士山・雪崩大量遭難事故、沖縄返還、パンダ来日、札幌冬季オリンピック、 

田中内閣、日中国交回復、横井さん帰還、浅間山荘事件、ウオーターゲート事

件、千日デパート火災 

流行歌＝女のみち、瀬戸の花嫁、さよならをするために、旅の宿、悪魔がにくい、 

         ひとりじゃないの、京都のにわか雨、別れの朝、雨の御堂筋 

 

参考      1972/03/19～20 富士山・雪崩大量遭難事故 

富士山・雪崩大量遭難事故とは・・・ 

1972 年 3 月 19 日夜半から 3月 20 日にかけて低気圧の襲来によって発生した悪天候に見舞

われ、富士山御殿場ルートを下山中の登山者が低体温症や雪崩により 18 人死亡、6 人が行方

不明となった事故である。八甲田雪中行軍遭難事件など軍隊の訓練を別とした日本の登山史
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上としては最悪の大惨事となった・・・ネット 

 

３月１９日 

連休を利用し、3 月 19 日には 7 つのグループと 4 人の単独行者合わせて 55 人が入山して

いた。このうち静岡頂山岳会の 9 名はヒマラヤ遠征の訓練として雪上訓練を行ったうえ、宝

永噴火口の 200m 下でテントを張り野営を行っていた。 

一方、18 人で入山した清水勤労者山岳会は冬山の経験に富んだ 7 人が山頂に向かい、残る

11人は五合目付近にテントを構え雪上訓練を行い就寝した。この日は午前中は快晴だったが、

静岡頂山岳会が訓練を終えたころから天候が急変、霧が立ち込め強風も吹き始めた。全員が

寝袋に入ったころにはみぞれに変わり、テント内や寝袋に水が浸み込む状況となった。 

 

３月２０日 

静岡頂山岳会は午前 3 時には 9 人全員が起き上がり、訓練の継続か中止を話し合ったが結

局下山に決定。午前 7 時半に下山を開始したが、寒さと睡眠不足からくる不調から朝食を抜

いたままの行動となり、下山を開始してから 20 分ほどで最初の 1 人が倒れたのを皮切りに

次々と低体温症に陥って行動不能になった。最終的に 2 人だけが下山し救援を要請した。 

五合目付近で野営していた清水勤労者山岳会の 11 人はみぞれ交じりの吹雪によりテント

が埋まり除雪も間に合わなくなったため山小屋に避難したが、小屋にも雪が吹き込んだうえ

燃料も残り少なくなったため、吹雪の弱まった頃合いを見て三島市の単独行の男性 1 人と合

わせた 12 人で下山を開始した。 

下山を開始してから 1 時間半ほどで 1 人が低体温症で倒れ、これを寝袋に収容して下山を

継続したものの四合目付近に着いたころに 6 人が次々と衰弱して倒れ昏睡状態となった。残

る 5 人のうち 2 人が濃霧の中ではぐれたため残る 3 人で下山を続けたが、二合五勺付近で仮

眠中に今度は二度の雪崩に襲われて埋まり、脱出できた 1 人だけが御殿場署にたどり着き救

援を求めた。 

 

３月２１日 

救助要請を受けた静岡県警、静岡山岳会が救助隊を準備、静岡頂山岳会、清水勤労者山岳

会、御殿場消防署や市役所が加わり 150 人の救助隊が編成され、陸上自衛隊富士学校からも

レンジャー部隊など 100 人が派遣され救助に加わった。 

濃霧と目まぐるしく変わる天候に捜索は難航したが、同日の捜索により日産車体に勤務す

る登山パーティのうち 2 名と豊川市の 3 人のパーティを救助、大阪からやってきた単独行の

男性の遺体を収容した。 

同じく入山していた東京おいらくの会、京都岳友会は山小屋に待機していたため全員無事

に下山した。清水勤労者山岳会のうち山頂に向かった 7 人も二合五勺の山小屋から下山する

ところが確認され、19 日から 20 日にかけては八合目の山小屋に待機していたことが明らか

になった。 
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最終的に多数の犠牲者を出した二つのグループのほかに日産車体に勤務する登山パーティ

4 人中 1 人が死亡、1 人が行方不明となった。 

ほか、平塚登高会の 1 人が行方不明、大阪の単独行の 1 人が死亡、横浜市の単独行の 1 人

が行方不明、身元不明の単独行者１人の遺体が発見され、計 18 人の遺体が収容、残る 6 人が

行方不明とされた。 

遺体が発見されなかった 6 人は雪崩により埋没したものと見られ、『日本の雪崩災害データ

ベース』ではこの 6 人が雪崩埋没死亡者とされている。・・・ネット 

 

 この事故で、沼津・北嶺登行会で一緒だった、裾野市・葛山の瀬戸敬三（たかみつ）

氏が犠牲になった。彼は、静岡頂山岳会に移籍後の事故だった。 

 また、三島勤労者山岳会創立準備会メンバーだった、田沼勝司氏も犠牲になった。

三島勤労者山岳会は、この翌年、杉澤康秀氏（2014 没）らにより正式に発足し現在に

至る。 

 私は、何故かその時は山行がなく、寮で原稿を書いていた。下界でも物凄い嵐だっ

たが、まさか富士山でそのような事故が起きていることは、知る由もなかった。 

 

 

2021/02/12 富士山 

山行 NO.0155 1972/04/29～5/7 北ア・北鎌尾根～槍ヶ岳～三俣蓮華岳～烏帽子小屋～七倉 

                槍まで東正昭同行。以後、単独。水晶岳・烏帽子岳に上ら  

                ず悔いが残った。 

             コースタイム https://susono-reihou.babyblue.jp/994.pdf 
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                                     北鎌尾根 

           

 

                                     樅沢岳 
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 硫黄乗越から槍 

          槍ヶ岳山頂？ 
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山行 NO.0159 1972/07/30～31  南ア・北岳バットレス 第四尾根（後藤・星谷） 

山行 NO.0161 1972/08/08～15  北ア・剱岳～薬師岳～笠ヶ岳（単独）・・・長い縦走 

         コースタイム https://susono-reihou.babyblue.jp/995.pdf 

山行 NO.0163 1972/08/30～9/1 南ア・北岳バットレス D ガリー奥壁（後藤・東・星谷） 

第四尾根下部フランケ（東） 

山行 NO.0167 1972/10/07～8   南ア・北岳バットレス D ガリー奥壁～城塞（後藤・東・

星谷）、ピラミッド・フェース（東） 

山行 NO.0169 1972/11/23    三ッ峠・屏風岩 空間リッジ、雲稜ハング（東） 

山行 NO.0171 1972/12/30～1/2 南ア・北岳（後藤・星谷） 

 
1973 年（昭和 48 年）NO.0172～NO.0184 

世相＝第一次石油ショック、ベトナム和平協定、インフレ、狂乱物価、ピカソ死去、 

   ドバイ日航機ハイジャック、ブルースりー死去、金大中事件、巨人 V９ 

流行歌＝心の旅、わたしの彼は左きき、個人授業、なみだ恋、街の灯り 

 

山行 NO.0172  1973/07/08    西丹沢・小川谷（何故かこの年、小川谷が初山行だった） 

山行 NO.0175 1973/08/11～15  北ア・白馬岳～五竜岳～鹿島槍ヶ岳～針ノ木岳 

（後藤・荻野哲） 

山行 NO.0178 1973/09/14～17  八ッ・阿弥陀岳北西稜、大同心雲稜ルート（後藤・荻野） 

                ・初めて荻野車で遠出（車は、ホンダ N３６０） 

年末、この車で畑薙ダムまで行った 

                ・天候に恵まれ、荻野もよく上った 

                 ・帰路、R20 が渋滞。甲武信館で一泊して帰静 

 

 ホンダ N３６０（ネット） 
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山行 NO.0180 1973/10/13～/14  南ア・北岳バットレス第四尾根（後藤・荻野） 

山行 NO.0182 1973/11/22～/25  南ア・荒川三山～赤石岳（冬山偵察 後藤・荻野） 

山行 NO.0184 1973/12/29～01/05 南ア・荒川三山～赤石岳（後藤・荻野） 

               12/29 沼津 7:00～畑薙 12:40～中の宿 16:00（泊） 

                                 30 中の宿 5:00～滝見橋 8:00～BP18:00（泊） 

                                 31 BP8:00～千枚小屋 10:30（泊） 

                              01/01 千枚小屋 5:00～千枚岳 5:00（日の出待）～荒川 

東岳 9:00～中岳 11:00～荒川小屋 12:30（泊） 

                 02 荒川小屋 6:30～赤石岳 8:45～荒川小屋 11:00(泊) 

                    03  荒川小屋 5:00～中の縮 16:10（泊） 

                              04  中の宿 7:00～赤石ロッジ 9:30～沼津 

            報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/000-414.pdf 

コースタイム https://susono-reihou.babyblue.jp/1-63.pdf 

 

                 

 赤石岳 
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1974 年（昭和 49 年）NO.0185～NO.0198 

世相＝小野田少尉帰還、モナ・リザ展、ハンク・アーロン 715 号、三菱重工爆破事  

   件、ニクソン辞任、ペレ引退、巨人長嶋引退、佐藤栄作ノーベル平和賞 

流行歌＝なみだの操、あなた、うそ、ふれあい、恋のダイヤル 6700、くちなしの花、 

激しい恋、積木の部屋、学園天国、私は泣いています、精霊流し 

 

山行 NO.0185 1974/01/26～/27 西丹沢・ザンザ洞（未結氷） 

山行 NO.0186 1974/02/03 西丹沢・沖箱根沢（氷瀑） 
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昔の西丹沢は、こんな寒かった 
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山行 NO.0191 04/28～05/03 白沢～餓鬼岳～燕岳～大天井岳～常念岳～蝶ヶ岳～上高地 

                                   （後藤、荻野） 

山行 NO.0194 08/02～/05  巻機山～朝日岳～白毛門（後藤、荻野） 

コースタイム https://susono-reihou.babyblue.jp/00-151.pdf  

       写真館 https://susono-reihou.babyblue.jp/kiroku-7-0-92.html 

 

 

 米子沢 

 

 

山行 NO.0195 08/14～/18   白馬～雪倉岳～朝日岳～白鳥山～親不知（後藤、荻野） 

       コースタイム https://susono-reihou.babyblue.jp/998.pdf 
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山行 NO.0199 12/28～/31   南ア・茶臼岳～聖岳（後藤、荻野） 

報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/000-414.pdf 

コースタイム https://susono-reihou.babyblue.jp/000-415.pdf 

聖岳 

 上河内岳 
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1975 年（昭和 50 年）NO.0200～NO.0214 

世相＝小野田少尉帰還、モナ・リザ展、ハンク・アーロン 715 号、三菱重工爆破事  

   件、ニクソン辞任、ペレ引退、巨人長嶋引退、佐藤栄作ノーベル平和賞 

流行歌＝なみだの操、あなた、うそ、ふれあい、恋のダイヤル 6700、くちなしの花、 

激しい恋、積木の部屋、学園天国、私は泣いています、精霊流し 

 

山行 NO.200 02/08～/10  鳳凰三山 

山行 NO.203 03/14～/15  塔ノ岳～犬越路 

山行 NO.204 04/27～05/03 飯豊連峰～朝日連峰（後藤、荻野） 

              川入～飯豊山～大日岳～門内岳～五味沢～徳網～平岩山～朝 

日岳～以東岳～天狗小屋～中村 

コースタイム  https://susono-reihou.babyblue.jp/987.pdf    

       飯豊連峰報告書  https://susono-reihou.babyblue.jp/000-628.pdf 

       朝日連峰報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/000-100.pdf 

       写真館 https://susono-reihou.babyblue.jp/kiroku13.html  

山行 NO.0207 08/09～/21 北海道（後藤、荻野） 

1. 利尻岳  

2. 黒岳～トムラウシ岳～美瑛岳～十勝岳～富良野岳 

3. 十勝三股～御殿小屋（雨中止） 

コースタイム https://susono-reihou.babyblue.jp/986.pdf 

写真館 https://susono-reihou.babyblue.jp/kiroku-7-0-103.html 

 

 黒岳 
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               忠別岳 

              
山行 NO.0210 10/09～/14 南ア・仙丈ヶ岳～塩見岳（冬山荷上げ） 後藤、荻野 

山行 NO.0212 10/24～/27 南ア・戸台～鋸岳～甲斐駒～竹宇神社 

山行 NO.0214 11/29～/30 富士山・宝永山第一火口壁 

 

1976 年（昭和 51 年）NO.0215～NO.0247 

世相＝ロッキード事件、田中首相逮捕、猪木・アリ格闘技、アップルコンピュータ

―設立、日本初の五つ子、コマチネ 10 点満点、ベレンコ亡命、毛沢東死去 

流行歌＝北の宿から、およげタイ焼きくん、木綿のハンカチーフ、東村山音頭、春 

一番、なごり雪、時代、時の過ぎ行くままに、北坂場、「いちご白書」をも 

う一度、青春時代、シクラメンのかほり、あの日に帰りたい、無縁坂 

 

山行 NO.0215 12/28～01/01 南ア・仙丈ヶ岳～塩見岳（後藤、荻野、大場康正・仙丈まで） 

       報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/000-109.pdf 

コースタイム https://susono-reihou.babyblue.jp/988.pdf 

写真館  https://susono-reihou.babyblue.jp/kiroku-7-17.html 

 

最終日、山伏峠から鹿塩の下りで三島労山パーティーと出会った。三島労山は、塩

見岳往復だった。鹿塩で 5 分遅れバスが行ってしまい 3 時間待ち。 

バス停は酒屋の前だった。自然発生的に初対面同士の「宴会」が始まった。結局、

この出会いが「ご縁」で私は 4 月、三島勤労者山岳会に入会した。 
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 仙塩尾根 

 

山行 NO.0221 03/25～/28 尾瀬・鳩待峠～竜宮小屋～大清水（後藤・荻野） 

コースタイム https://susono-reihou.babyblue.jp/00-138.pdf 

       写真館 https://susono-reihou.babyblue.jp/kiroku-7-16.html 

山行 NO.0224 04/28～5/4 加賀白山（後藤・井上茂貴・荻野哲・大場康正） 

       コースタイム https://susono-reihou.babyblue.jp/00-139.pdf 

写真館 https://susono-reihou.babyblue.jp/kiroku12.html 

 

 1976/05/02 白山山頂 
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山行 NO.0230 07/02～/4 南ア・間ノ岳弘法小屋尾根～北岳（冬山偵察・後藤） 

             https://susono-reihou.babyblue.jp/00-140.pdf 

山行 NO.0232 07/16～/18 北岳バットレス 

第四尾根、D ガリー奥壁（後藤、荻野、野末、大橋） 

山行 NO.0224 08/12～/19 剣岳 

六峰 C フェース、本峰南壁、チンネ左稜線・北条新村ルート（後藤、荻野） 

       報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/00-141.pdf 

剣岳 

               ゼンザブロ二カ S2・ネオパン F・赤外線フイルターで撮影 
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山行 NO.0238 09/17～/19 北岳バットレス 

       第四尾根～D ガリー奥壁～城塞ダイレクト・中央稜（後藤・毛利哲也） 

       報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/00-143.pdf   

 北岳山頂 

 

 

毛利哲也氏は、当時 43 歳（私は 29 歳）。本チャンの岩登りは初めてだった。記録に、さす

が疲れた様子とあるが、初見の四尾根～城塞・中央稜の登攀は立派だった。 

そんなご縁もあり翌年 3 月、私の結婚の際、保証人を務めていただいた。氏はその後、2005

年 7 月 21 日、飯豊連峰・石転び沢で滑落しクレバスに落ち、肺挫傷で死亡した。 
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等高線 NO.87 「飯豊に死す、さらば毛利さん」 

「慙愧（ざんき）に耐えない」「慙愧に耐えないな～」と谷川岳登山指導センター

の土間に横たわる川口智也（もとや）君の冷たくなった手を握り締め毛利さんは何度

も呟いた。長いまつ毛が揺れていた。 

１９８１年６月２７日、谷川岳烏帽子岩で懸垂下降中墜落死した三島労山会友、川

口君の救助に向かった時の事である。 

 谷川岳で追悼登山を幾回か行った。毛利さんは慰霊碑に刻まれた彼の名前を何回も

撫ぜながら、「山で死んではいけないんだよな～」と語りかけた。会員の柳下君が前

剣で滑落死の時も、「慙愧に耐えない」「慙愧に耐えないな～」と何度も何度も繰り返

した。 

 しかし事もあろう、まさか毛利さんが山で遭難死しようとは。人間の運命・宿命は

分からないものだ。あれ程「山で死んではいけない」と願い叫んでいた毛利さん自身

が山で逝くとは、、、。 

                  ■ 

 毛利さんと初めて会ったのは１９７６年１月１日、南アルプス・三伏峠の下りだっ

た。その年、私はＯ（オー）と二人で仙丈岳から仙塩尾根を縦走し最終日に三伏峠を

下りていた。峠から下って行くと前を何人かの男たちがアイゼンを付けずに慎重に下

っている。 

私たちはアイゼンを使用していたので抜いて先行した。下の谷川で洗顔していると

先ほどのパーティーが丸木橋を渡って行く。フッとザックを仰ぐと「三島勤労者山岳
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会」と書いてある。 

 毛利さんの姪が私の勤務する会社にいて、事前に情報は得ていたので声を掛けると

話が弾み、鹿塩のバス停まで一緒に歩いた。当時の毛利さんの歩き方は、いわゆる「ニ

マタ（Ｏ脚？）」で、「こんな歩き方でよく歩けるな～」が第一印象だった。何かその

歩き方が可笑しく、滑稽で仕方がなかった。毛利さんは話し好きで一番相手をしてく

れた。 

毛利さんは４３歳、私が２９歳の時である。バス停に着き時間を確認すると、次の

バスまで相当時間があった。運良く（悪く？）バス停は酒屋だった。あっという間に

盛り上がり「初対面の酒盛り」が始まった。 

その後、３月２１日富士山で再会、４月私は三島労山に入会した。結局、ワイフ 

も三島労山で「調達」し、翌年仲人を毛利さんにお願いすることになる。 

                  ■ 

 同年、９月１７～１９日、二人で北岳バットレスに行った。２日間で四尾根～Ｄガ

リー奥壁～城砦と中央稜をやった。当時、広河原にはまだ国民宿舎があり、夜行で行

った時の「常宿」はそこの入口階段下。毛利さんは初めての「本ちゃん」だった。 

４３歳で初めてバットレスを登攀し「感動・感激・感心」は相当なものだったよう

だ。その後、毛利さんとは７７・８０・８５年と４回バットレスに上った。 

 また、８６年には前穂高岳東壁・右岩稜古川ルートを登攀している。右岩稜を終わ

りＡフェースに向かう。毛利さんがどうしても上れなくて私が行く。ところが毛利さ

んが打ったハーケンにアブミで乗ったらモロに抜け、奥又白谷に宙ぶらりんした。一

瞬「やばい、どうかな～？」と思ったが、毛利さんの巧みな？ザイルワークで５ｍ程

の墜落に留まった。 

 毛利さんは身が軽く岩登りは上手かった。飲み込みが早く、教えがいがあった。４

３歳の年齢から考えられない運動能力だった。若いころスケートで鍛えた足腰は本物

だった。 

 記録を調べ珍しかったのが、８０年１１月に小川山・スラブ状岩壁、屋根岩二峰南

稜を登攀している。初めての本格的スラブ登攀に毛利さんは大分苦労した。もっとも

当時は今と違い「普通の登山靴」で上っていたから無理もない。毛利さんは垂壁が上

手く、私はスラブが得意だった。そんな付き合いで毛利さんは、「ゴッちゃんは俺の

岩の先生だよ」と何度も言ってくれた。 

 ちなみに毛利さんには三人の「先生」がいたそうだ。一人は杉澤君。一人は竹端さ

ん（伊豆ハイク）。そして私。それぞれ違う分野の先生で、それなりの付き合い方が

あったようだ。 

余談だが誰が言ったか毛利、杉澤、竹端、私を「三島労山の四天王」と呼んでいた。

その後、皆さん県連の要職も務め、今は独立しそれぞれ地域で奮闘している。 

                  ■ 

 毛利さんとは冬山もよく行った。１９７６年年末年始は（以下年号の後は年末年
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始）・弘法小屋尾根～北岳、７７年・鋸岳～甲斐駒ガ岳、７８年・聖岳東尾根～茶臼

岳、７９年は二人で仙丈岳地蔵尾根～甲斐駒ガ岳～黒戸尾根、８０年・爺ケ岳東尾根

～鹿島槍ガ岳、８１年・遠見尾根～白岳（五竜岳）８２年・遠見尾根～五竜岳、８３

年・栂池～白馬岳、８４年・常念岳、８５年・毛利さんは横尾尾根、後藤は西穂高岳。 

 ８６年・毛利さんは徳本峠～大滝山、後藤は中崎尾根～槍ガ岳。８７年・毛利さん

は表銀座、後藤は涸沢岳西尾根～奥穂高岳、８８年北鎌尾根、８９年・柳下君遭難年

で毛利さん北沢峠から甲斐駒・仙丈岳、後藤は赤河原～甲斐駒。９０年・早月尾根で

ある。 

 印象的な冬山は数々あるが、７６年の弘法小屋尾根は若くもあり充実した冬山だっ

た。三島労山もアルプス冬山縦走は初めてだった。間ノ岳から稜線小屋（現在の北岳

山荘）までモーレツな地吹雪で、毛利さんの「長いまつ毛」に「氷の玉」が付着し、

重みで「瞼が開かない」と言う珍事があった。この年と翌年の鋸岳で、二年続けてテ

ントのポールを忘れた。 

 二人だけの仙丈岳地蔵尾根も厳しい嵐だった。腰痛で不参加の杉澤夫妻に登山口ま

で送ってもらった。嵐の中一日で地蔵尾根を上り、Ｂ隊がいる北沢峠に着いたのが１

７：００。Ｂ隊とは幕営地が誤認で合流出来ずガッカリ。写真好きだった毛利さんが、

翌日甲斐駒で撮影した日の出の写真が三島市展で「入選」する「ご褒美」があった。 

 白馬岳では不調の川口諒子さん（智也君のお母さん）を杉澤君とサポートし遅れて

帰幕したら先に下った毛利さん達メンバーが居なくて捜索騒動があった。その後無事

発見し、大池に張った例の１０人用カマボコテントで、毛利さんと「隠し酒」を調子

よく飲みすぎ、雪の中でゲーゲー嘔吐した。北鎌の帰りでは穂高牧場の小屋で「ナン

パ」してしまい宿泊し大騒ぎ。 

 毛利さんは翌朝、迎え酒が利き過ぎ酔っ払って渡辺昭二君に荷物を持って貰って下

山。これには又、別の後日談もあるのだが、、、。沼津労山の山本康平さんが遠路迎え

に来てくれた。若くもありやや脱線気味。愉快でほろ苦く傑作な思いでは尽きない。

「郷愁」かもしれないが、この頃が一番面白かった。 

 いずれにしろ、私の４０年の登山人生でこの冬山１０年は「黄金時代」と言える。

毛利さんも「輝いていた」時代だったと思う。この時代を毛利さんと共有出来たこと

は「幸せで大きな財産」と思う。 

                  ■ 

 ９１年には三島労山２０周年記念山行で「ヨーロッパ・アルプス」に出掛けた。モ

ンブラン、ミディ～プラン縦走、マッターホルン（途中まで）、モンテローザ、ブラ

イトホルン、ほかに上った。毛利さんは隊長で参加した。 

 初めての海外の山だったがヨーロッパ・アルプスは予想外の素晴らしさで「感動・

感激・感心」の連続だった。紺碧の空を貫く針峰群、万年雪を抱えた巨大な山塊モン

ブラン、太古のまま永遠に横たわる蒼い氷河。シャモニ、ツェルマット街の「テント

生活」は「異文化交流」で楽しかった。 
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 しかし、不慣れな海外の長い山旅でストレスが溜まり、問題は無くもなかった。毛

利さんは隊長でありながら、酒が過ぎやや統制を欠いたりした。帰国後、報告書の中

でその件を私がつぶさに報告をしたら、毛利さんは憤慨した。私としては事実を伝え

たに過ぎなかったが、毛利さんは気に入らなかった。しばらくの間、二人に気まずい

雰囲気が漂った。 

 だが、毛利さんが亡くなり改め記録を調べてみた。毛利さんがこの山行に参加した

時の年齢は「５８歳」だった。偶然だが丁度、現在の私と同じ年齢だった。正直言っ

て「日ごと力は落ちる時」である。それを承知で貴重な休暇をやりくりし、少ない資

金で記念山行の隊長を務めたくれた毛利さん。毛利さんが参加しなかったら、この記

念山行は成功しなかっただろう。もっと敬意と感謝の気持ちを持つべきだった。 

■  

 三島労山には、１９７６年から２００４年まで２８年間在籍した。しかし１９９４

年に「裾野麗峰山の会」を立ち上げ、実際に活動したのは１８年間だった。その間、

毛利さんとは「１８６回」登山した。９４年１月２３日、安倍奥前衛・大山、突先山

（とっさきやま）県連交流ハイクが毛利さんと実質最後の山行だった。この１０年、

充分な付き合いは少なく、最近の登山に助言が出来なかった事が唯一心残りだ。 

 元来、毛利さんは「親分肌」で何かと面倒見が良い人だった。出会ってすぐの頃は

「俺が絶対嫁さんを紹介する」と何回も口説かれた。私が窮地の時は何度もかばって

くれた。音楽も好きでコンサートには必ず駆けつけ声援をくれた。景気のいい時は随

分三島で飲まして貰った。 

最後に寄る所はいつも決まって「扇」だった。ここのお母さんの「ヒデコさ 

ん」は毛利さんのお気に入りだった。私は今でも時々訪れるが、毛利さんの話題は尽

きない。 

 よくドライブに誘われたこと、夏祭りで毛利さんが「女物」の浴衣を着て来た事な

ど、昨日の様に「ヒデコさん」は話してくれる。ニコニコと「何でドライブなんて誘

うんかね」なんてシャシャーと言う。分かっているくせに。もうあの佐渡情話の「オ

ミッちゃん」も得意満面の「イェ～イ」の雄叫びを聞けないのはいかにも寂しい。「ミ

キ～ヨ」「ミキ～ヨ」（村松美喜代さんのこと）も、まだ何処かで言っているかもしれ 

ない。  

■                      

 初音台に家を構えた当時が絶頂期だったか。年始の挨拶に行くと和服をビッシと決

め、自慢の「書斎」に案内してくれた。「これは杉澤が作ってくれた本棚だ」と嬉し

そうに話してくれた。 

本・文章を大事に大切にする人だった。独特の「ガリ」は味があった。まだ、奥さ

んの若子さんも元気で口喧嘩も健在だった。だが、会社の設備投資が大きく厳しい 

と「こぼした」のもその頃だった。亡くなる前、新聞に投稿が随分掲載された。民衆

のため、社会の矛盾と不公平を追及・糾弾する正義感の強い人だった。 
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「山」は「実力」の世界だ。川口君はロープの末端を結束しないで懸垂下降し、途

中でエイト環が抜けて墜落した。柳下君は残雪の剣岳に上るには早すぎた。毛利さん

は石転び沢でアイゼンを使用すべきだった。 

経験者が陥りやすい失敗は「慣れ」である。経験があるゆえ「判断が曖昧になる」。

山は怖い。過去の教訓がなかなか生かされないのも、山の事故の特徴である。同じよ

うな事故が多いから分析・研究が必要だ。毛利さんの事故がせめて今後の「安全登山」

に生かされることを願う。 

                           （２００５・１２・２２） 

 

山行 NO.0242 10/08～/11 南ア・北岳～間ノ岳～間ノ岳弘法小屋尾根下降＝冬山荷上げ 

             （後藤、山口、杉澤、荻野）、（毛利、杉山、小川は逆コース） 

             報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/00-144.pdf 

山行 NO.0247 12/29～1/02  南ア・弘法小屋尾根～農鳥岳～間ノ岳～北岳～吊り尾根 

                         （後藤、杉澤、毛利、山口、杉山） 

              報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/00-147.pdf  

 

                             12/31 弘法小屋尾根上部 
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 1/2 北岳 

 

                左・農鳥岳、中央・間ノ岳、手前の尾根が弘法小屋尾根 

1/2 北岳山頂 
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1977 年（昭和 52 年）NO.0248～NO.0271 

世相＝王 756 ホームラン記録、王国民栄誉賞第 1 号、白黒テレビ放送廃止、青酸コ

ーラ無差別殺人事件、五二豪雪、日本赤軍・日航ハイジャック事件 

流行歌＝雨やどり、UFO,夢先案内人、青春時代、勝手にしやがれ、わかれうた 

 

参考  03/20・結婚 

 

              1977/06/22 愛鷹山・池ノ平山  隆徳（30）あい子（27） 

 

山行 NO.0253 04/28～05/02 頚城山塊・妙高山～火打山～雨飾山（単独） 

              当時、山田旅館、一泊二食＝4000- 

                    報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/00-146.pdf  

 高谷池付近 
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 雨飾山 

 バックは焼山 

 

山行 NO.0261 07/21～/23 南ア・鋸岳～甲斐駒～黒戸尾根（後藤、大橋） 

             報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/00-148.pdf  

山行 NO.0262 08/13～/17  北ア・黒部上ノ廊下～三俣蓮華岳～新穂高（後藤、大橋） 

              報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/00-149.pdf  

山行 NO.0264  10/08～/09   南ア・釜無川源流～横岳峠～2607m 荷上（後藤、今井芳） 

山行 NO.0271 12/30～01/02 南ア・戸台～角兵衛沢～鋸岳～甲斐駒～黒戸尾根 
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               後藤、杉澤、毛利、大橋、サポート・桂田 

              報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/01-29.pdf  

 

1978 年（昭和 53 年）NO.0272～NO.0289 

世相＝高層ビル 60 階「サンシャイン 60」、新東京国際空港開港、デスコブーム、日

中友好条約、宮城沖地震、青木巧世界マッチプレー優勝 

流行歌＝サウスポー、モンスター、微笑みがえし、透明人間、カナダからの手紙、

Mr サマータイム、時間よ止れ、わかれうた、君の瞳は 1 万ボルト 

 

山行 NO.0272 01/15～/16 西丹沢・沖箱根沢（後藤、毛利） 

山行 NO.0275 05/02～/05 戸隠連峰・一夜山～西岳～高妻山（後藤、毛利、大橋） 

        写真館 https://susono-reihou.babyblue.jp/00-150.pdf  

コースタイム https://susono-reihou.babyblue.jp/kiroku-7-0-91.html 

         バックは高妻山 

 

山行 NO.0278 06/15～/18 南ア・聖岳東尾根冬山偵察（後藤、佐野、河口智） 

山行 NO.0280 08/04～/06 南ア・笊ヶ岳（後藤、毛利、杉澤、渡邊、杉山、大橋テント K） 

山行 NO.0282 08/25～/0528 南ア・シレイ沢（後藤、佐野、川口智）  

報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/_4.pdf 

山行 NO.0284 10/07～/10 南ア・聖岳東尾根荷上げ（後藤、山口、佐野、川口智） 

山行 NO.0289 12/30～01/02 南ア・聖岳東尾根～茶臼岳（後藤、毛利、杉澤、佐野、川口） 

                 上河内岳～茶臼岳（山口、竹端、小川、栗城、坂巻） 

                 茶臼岳（今井、海野、榊原） 

               報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/00-154.pdf 

          写真館 https://susono-reihou.babyblue.jp/kiroku-7-0-104.html 
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 聖岳東尾根 

 聖岳から聖平に下る 

 

1979 年（昭和 54 年）NO.0290～NO.0300 

世相＝第 2 次石油ショック、第１回東京女子マラソン、ドラえもん放送開始、上越

新幹線大清水トンエル貫通、インベーダーゲーム流行 

流行歌＝夢追い酒、魅せられて、おもいで酒、関白宣言、北国の春、ガンダーラ、

ヤングマン、チャンピオン 

 

山行 NO.0292 05/02～/06 北ア・北穂高岳～奥穂高岳（後藤、毛利、杉山、土佐） 

山行 NO.0296 10/10 鷲頭山ロック・ガーデン（後藤、沼津高専） 

山行 NO.0297 11/02～/03 南ア・仙丈ヶ岳地蔵尾根荷上げ（2500m まで） 

山行 NO.0299 12/09～/10 富士山・吉田大沢 
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山行 NO.0300 12/30～01/01 南ア・仙丈ヶ岳地蔵尾根～甲斐駒（後藤、毛利） 

              報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/00-155.pdf 

 

 
 
1980 年（昭和 55 年）NO.0301～NO.0320 

世相＝モスクワ五輪ボイコット、竹の子族、ルービックキューブ、ヒッチコック死

去、「影武者」カンヌ最高賞、大平首相死去、具志堅 13 連続防衛 

流行歌＝私はピアノ、パープルタウン、とまり木、青いサンゴ礁、恋人よ、さよな

らの向こう側、YES-NO 

 

山行 NO.0301 03/20～/22 八ッ・ジョーゴ沢～硫黄岳、地蔵尾根～赤岳（後藤、沼津高専） 



―66―                                                                                                     

山行 NO.0302 05/02～/05 北ア・爺ヶ岳東尾根～鹿島槍（後藤、竹端、毛利、鈴木（伊藤）

真理子、土佐、村松（香取） 

          報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/00-158.pdf 

写真館 https://susono-reihou.babyblue.jp/kiroku-7-0-105.html 

  爺ヶ岳目指す 

 

 

                    前列＝左から土佐、毛利、竹端 

                    後列＝左から村松（香取）、鈴木（伊藤）、後藤 

 

山行 NO.0311 08/01～/04 中ア・中御所谷本谷～空木岳～南駒ヶ岳～池山尾根 
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          報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/00-159.pdf 

          写真館 https://susono-reihou.babyblue.jp/kiroku-7-0-106.html 

山行 NO.0312 08/14～/16 上越・仙ノ倉沢西ゼン（後藤、村松（香取）） 

             報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/862.pdf 

 

山行 NO.0314 08/30 鷲頭山ロックガーデン・岩トレ 

前列＝左から土佐、杉澤（故人） 
前列 2＝竹端、鈴木（伊藤）、川口（故人） 

中列＝村松（香取）、後藤、杉山（故人） 

後列＝小川、毛利（故人）   2019 現在 

 

山行 NO.0315 09/13～/15 南ア・北岳バットレス（後藤、毛利、杉澤、杉山、小川、 

村松、土屋、土佐、竹端、鈴木、川口、縦走＝今井、露木） 

写真館 https://susono-reihou.babyblue.jp/kiroku-7-0-107.html 

 

山行 NO.0316 10/11～/12 北ア・爺ヶ岳東尾根荷上げ 

（竹端、後藤、毛利、杉澤、露木、今井、村松） 

山行 NO.0317 11/02～/03 奥秩父・小川山スラブ状岩壁、尾根岩Ⅱ峰南稜 

                                （後藤、毛利、村松） 

山行 NO.0318 11/29～/30 富士山・吉田大沢（後藤、村松、露木、土佐、小沢） 
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山行 NO.0319 12/29～01/01 北ア・爺ヶ岳東尾根～鹿島槍ヶ岳 

（後藤、竹端、毛利、杉澤、土屋、土佐、露木、小沢、村松） 

報告書 https://susono-reihou.babyblue.jp/00-160.pdf 

          写真館 https://susono-reihou.babyblue.jp/kiroku-7-0-108.html 

 

 

前列＝左から後藤、竹端                     東尾根 2000m 付近 BC                     

中列＝左から毛利、土屋、小沢、土佐 

後列＝左から露木、杉澤、村松（香取） 
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